
0

© Learn-S

第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第2問 Ｂ 問5物理

現象の変化の傾向を読み取り、それをもとに考察する問題で差がついた

～中略～

【出典】 問題・集計結果データともに、202１年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

第2問 Ｂ 問5
解答番号12・13

正解率 ３5.０％
SS65～70 ７１．９％
SS60～65 ５８．５％
SS55～60 ４６．５％
SS50～55 ３６．２％

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「物理」
受験者数： 105,284人
平均点： 50.6点
標準偏差： 17.8
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第２問Bは、温度によって抵抗値が変化する導体を用いたホイートストンブリッジ回
路で、温度上昇によって変わる導体の抵抗値とそれに伴う電流の変化について考
察する問題でした。
問５ではこのブリッジ回路における導体の温度上昇による抵抗値の変化をもとに、
点Pと点Q間を流れる電流とその理由について問われています。図の下側の回路に
変化はなく点Ｑの電位は０℃の時のまま、図の上側の回路では両端の電圧は変わ
らず、右側の抵抗値だけが大きくなることで点Pの電位がどう変わるかを見極める
ことがポイントとなります。
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実戦形式の類題演習の
ご提案ページへ

最近のセンター試験からの流れで、共通テストにおいても実験に関する問題が見ら
れます。 何かを変えたとき、それに伴って変わるものは何か。またどう変わっている
かに焦点をあてての指導が不可欠となります。理論的な裏付けを再確認させなが
らの指導が更なるレベルアップにつながります。何かを変化させることで、状況がど
う変わっていくか、それはなぜかと常に考える姿勢を持たせたいものです。
実験について授業などで扱う時間がない場合でも、物理では提示されたデータな
どから考察に取り組ませることはできるのではないかと考えます。共通テストでは、
グラフや表の読み取りをさせるもの、実験の考察を会話形式で扱っているものなど
が見られます。どんな場合でも、基礎的な知識と関連づけながら落ち着いて対応で
きるよう、日ごろから、問題演習を行っておく必要があります。

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021p2.pdf
https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021p2.pdf

